
 

 

報道関係者各位 

プレスリリース                         2021 年 1 月 12 日  

特定非営利活動法人 deleteC 

みんなの力で、がんを治せる病気にするプロジェクト「deleteC」 

1/30(土) にオンラインイベント「deleteC 2021 -HOPE-」開催  
日本を代表するアスリートや実力派アーティストも参加決定 

ワールドキャンサーデーに先駆け、がん治療研究の寄付先を発表  

みんなの力で、がんを治せる病気にすることを目指す、特定非営利活動法人 deleteC

（デリート・シー、代表理事：中島ナオ、小国士朗）は、2 月 4 日のワールドキャンサー

デー※に先駆けて、がんを治せる病気にする日を 1 日も早く手繰り寄せることを目的に、

2021 年 1 月 30 日（土）17:00 よりオンラインイベント「deleteC 2021 -HOPE-」を開催

いたします。 

医療者が推進するがん治療研究への寄付・啓発を強化すべく、今年は新たに日本を代表

するアスリートや実力派アーティストなどの参加も決定いたしました。 

イベント当日は、deleteC の寄付先となるがん治療研究を発表し、新たな試みとしてア

スリートによるチャリティオークションやアーティストによるスペシャルライブなどのコ

ンテンツについても発表予定です。 

※ワールドキャンサーデー：世界中の人々が毎年 2 月 4 日に、がんのためにできることを考えて行動を起こす日。 

 

【Why deleteC HOPE?  deleteC ががん治療研究を応援し続ける理由】 

 「がんを治せる病気にしたい 」そのシンプルで強い想いから、deleteC は 2019 年 2 月

に活動を開始いたしました。日本では毎年新たに 100 万人以上ががんと診断され、毎年 37

万人もの人ががんによって命を落とし、生涯で 2 人に 1 人ががんになると言われていま

す。がん診療・がん治療研究に携わる医師から deleteC に以下のような声が多く寄せられ

ました。 

「新型コロナウイルス感染症の影響もあり、研究が進んでいない。 

 検査や研究にも使う物品は世界中で需要が爆発しており手に入らない」（がん研究者） 

「出勤制限で人が限られ研究に要する書類手続きが進まない為、 

 多くの研究が停滞しストップを余技なくされている」（がん研究者） 

「研究は 3 年後、5 年後、今はない治療の選択肢をつくる」（がん研究者） 

「がん治療研究は患者さんの時間・暮らしをつくるものである」（医師） 

このような医師の想いを受け止め、少しでも研究を推し進める為、ふだんの暮らしの中

で誰もががん治療研究という希望の種を応援できる仕組みを作り、がんを治せる病気にす

る日を一日でも早く手繰り寄せる為、引き続き取り組んでまいります。 



 

 

【「deleteC 2021 -HOPE- 」概要】 

イベント名 ：deleteC 2021 -HOPE-  

日時      ：2021 年 1 月 30 日（土）17:00～18:30 予定  

（受付開始 16 :45）  

参加方法   ：オンライン（予約は不要で、開催時間になりましたら、 

以下のサイトにアクセスしていただきましたら、 

どたでも簡単に生放送をお楽しみいただけます） 

参加 URL ：https://www.delete-c.com/hope/2021 

参加費    ：無料  

想定プログラム ：  

・寄付先となるがん治療研究の発表・寄付金の目録贈呈  

・アスリートによるチャリティーオークション「HOPE オークション 2021」の紹介 

・アーティストによるスペシャルライブ 

（※アスリート名、アーティスト名は近日発表予定） 

・deleteC 代表理事挨拶（deleteC 代表理事 中島ナオ・小国士朗） 

MC      ：パックンマックン 

※状況により配信時間が変更となる場合がございます。予めご了承下さい。 

 

【deleteC 代表理事 中島ナオ・小国士朗コメント】 

「Why deleteC？」なぜ、今、がんの治療研究を応援す

るの？これは、この１年、ずっと向き合い続けてきた問

いです。今の社会の最優先課題は明確すぎるくらい明確

で、それでも私たちが deleteC を、がんの治療研究の応

援をし続けようと思えたのは、最前線で挑み続ける医

師・研究者たちの声を聞いたからでした。 

 前回の deleteC -HOPE-の受賞者の医師は「進めてい

る研究によって、今年１人の子どもの命がつながった」

と教えてくれました。その話を聞いたとき、私たちは今

も、これから先も、ずっとずっと「希望の種」である治

療研究を応援し続けたいと心から思いました。 

 今回の「deleteC 2021 -HOPE-」でも、本当にユニー

クな着眼点を持った、２つの素晴らしい研究への寄付を行うことができます。そして、がんの治療研究の

応援をしようと、信じられないくらい素敵な方々が集いました。 

 みんなの力で、がんを治せる病気に。そんな未来を１日でも早く手繰り寄せるために、進んでいきたい

と思います。                                          deleteC 代表理事 中島ナオ・小国士朗 

 

https://www.delete-c.com/hope/2021


 

 

【deleteC のプロジェクトについて】 

 deleteC は、個人、企業、組織や立場を越え、誰もがその想

いを自由に意思表示するなど応援できる仕組みをつくり、1 日

でも早く「がんを治せる病気にする日」を手繰り寄せることに

貢献します。 

 

 具体的には、プロジェクトに参加する企業・団体・自治体・個人が自身のブランドロゴや商

品、またはサービス名から Cancer の頭文字である「C」の文字を消したり、deleteC のロゴや

コンセプトカラーを使うなどし、オリジナル商品・サービスを制作・販売・提供します。購入

金額の一部は deleteC を通じて、医療者が推進するがん治療研究に寄付します。 

 

 2019 年 10 月には deleteC コラボ商品の「C.C.レモン」の C を消した商品を発表し、2020

年 1 月にはラグビートップリーグにて「deleteC マッチ」と題して、選手とともに募金を呼び

掛けました。さらに、初の寄付先となるがん治療研究を公募。選出したテーマの情報コンテン

ツを制作し 2 月 1 日に「deleteC 2020 -HOPE-」を開催。がん臨床試験の専門的知見を有する

医師のほか、プロジェクト参加企業、deleteC 医療リサーチチームといった多様な視点を持つ

メンバーで選考委員会を構成し、厳正なる審査のもと、寄付先を決定いたしました。選出した

テーマの動画・プレゼン資料などの情報コンテンツを制作・発表し、deleteC がさまざまなメ

ディアを通して幅広く情報発信しています。 

 

 2020 年 9 月には「deleteC 大作戦」と題し、SNS 投稿が寄付に繋がる「#deleteC 大作戦」を

実施。9,000 件超の投稿・100 万回以上のアクションが行われ、計 3,000 万アカウントへリーチ

いたしました。「deleteC 大作戦」で寄せられた寄付金は「deleteC 2021 -HOPE-」でがん治療

研究を推し進める先生方にお届けします。現在では、賛同企業 70 社をはじめ、寄付者 718 名

を超える方々に支持されています。 

 

団体名 ：特定非営利活動法人 deleteC 

代表  ：代表理事 中島ナオ/ 代表理事 小国士朗 

HP    ： https://www.delete-c.com/ 

Twitter ：@deleteC_ 

Instagram ：@project_deletec 

Facebook ：https://www.facebook.com/deleteCproject/ 

 

報道関係者向けお問合せ先 

deleteC 広報 山口恵子  info@delete-c.com  070-1317-7293 

mailto:info@delete-c.com

